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“餅づくり農家”から、
農業ビジネスを拡大

　

中
な か

村
む ら

光
み つ

宏
ひ ろ

さん（38）

京都市伏見区

宇治市向島の水田で餅米を作り、すべてを「餅」に加工して販売する。中村農園の「京
伏見　太兵衛餅」は、米作りから餅のつき方まで、とことん“おいしい餅”にこだわった
逸品だ。『農家が作った餅』を自分で売り切る中村光宏さんの取り組みを紹介する。

米農家の意地、餅に込める米農家の意地、餅に込める米農家の意地、餅に込める米農家の意地、餅に込める米農家の意地、餅に込める米農家の意地、餅に込める米農家の意地、餅に込める米農家の意地、餅に込める

３升（約4.5kg）の餅米を５分ほどで蒸し上げ、餅
つき機に移す。杵が勢いよく上下、２分で餅がつき上

この経営者!ク
ロ ー

ズ ア ッ プ

がる。切断機で１つ100ｇに切り取り、妻の真理さん
（36歳）と手際よく丸める。パックに10個詰めると、「京
伏見　太兵衛餅」ができ上がる。餅米は中村さんが宇
治市向島で栽培、餅には添加物を一切加えない。昔な
がらのシンプルな餅は、おいしい餅にするための「つ
き方・つき具合（製造方法）」や「つきたて（鮮度）」
にこだわった逸品だ。
中村さんは京都市伏見区の米農家の次男に生まれ、
兄と同じ農業を仕事に選んだ。実家の農業の手伝いで
はなく、分家して自分自身で野菜と米の生産農家に
なったのは2000年からだ。

人の縁で百貨店に販路人の縁で百貨店に販路人の縁で百貨店に販路人の縁で百貨店に販路人の縁で百貨店に販路人の縁で百貨店に販路人の縁で百貨店に販路人の縁で百貨店に販路

転機は28歳の時。知人から、地元の百貨店・高島屋
洛西店で餅の販売を勧められた。この時から、「農家

主力商品の「太兵衛餅」と新製品の「かき餅」

６次産業化に挑む中村光宏さん
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がついた餅」への挑戦が始まった。自宅でついた餅を
店頭で売るだけでなく、奥さんと一緒に杵と臼を持ち
込み、実演販売もした。この３〜４年間、声がかかる
と、毎年20回以上、様々な催事に出かけた。
当時、餅をメインに手がける農家は周囲に見当たら
なかった。「‘餅農家’として本当にやっていけるか不
安で、最初の５〜６年は必死で取り組んだ」という中
村さん。冷蔵庫や餅つき機などの設備投資を行うとと
もに、餅のつき方やつく回数を変え、何度も食べて改
良を重ねてきた。
おかげで、「こんな餅がほしかった」「餅が嫌いな子
供でも、おいしそうに食べた」と評判になり、固定客
が増えていった。
最近は、水田２haでの餅米作りから餅の加工と販
売まで、夫婦２人で安定してこなせるようになり、経
営に余裕がでてきたようだ。

規模拡大で飛躍をめざす規模拡大で飛躍をめざす規模拡大で飛躍をめざす規模拡大で飛躍をめざす規模拡大で飛躍をめざす規模拡大で飛躍をめざす規模拡大で飛躍をめざす規模拡大で飛躍をめざす

年末の最盛期には、月間で約３ｔの餅米を使用す
る。この時期は、仕事が特に忙しく、ハードな生活が
続く。夜の12時から朝まで餅をつき、店で夕方６時ま
で売ることもある。それでも、「農家は『作って売る』
ことが仕事」と言い切る。

中村さんの仕事は、これから新しい段階に入ろうと
している。作業場の整備と餅つき機の増設をすすめ、
新たに従業員を雇用して、餅の生産･販売ビジネスを
大きく伸ばしていく計画だ。そのために、補助事業の
活用や、経営の法人化を検討中という。さらなる飛躍
に向けて、休む間はない。

向島の水田で餅米づくりに励む

百貨店だけでなく、自宅近くの直売所でも餅と野菜を販売している。

自宅で餅を製造する
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企業感覚で花卉経営を磨く
株式会社 森

もり

島
しま

平
へえ

兵
べ

衛
え

農
のう

園
えん

城陽市
■資 本 金　300万円
■株式会社　森

もり

島
しま

平
へえ

兵
べ

衛
え

農
のう

園
えん

■経営内容　花卉（カラー＝20a、花ショウブ＝60a、花ハス＝2ha）、イチジク、稲作など
■役 　 員 　代表取締役　森島範

のり

紘
ひろ

■設 　 立　2011年9月

「祖父から3代の花づくり」

「３月になると、天気がいい日は暑くて」と言いな

がら、合羽と長い長靴姿の森島範紘さん（33）がカラー

を収穫するためビニールハウスに入る。

圃場には汲み上げた地下水が流れ、背丈80〜90cm

前後のカラーで埋め尽くされている。カラーはサトイ

モの仲間で白い清楚な花は昔から仏花として用いられ

てきた。他の花と組み合わせやすいこともあって、20

年ほど前から結婚式の盛り花として使われ始め、今で

は欠かせない花だ。10月下旬から５月まで咲く中で３

月、４月はカラーの最盛期。１本１本、花の大きさや

シワ、キズを調べ、長さをそろえ、等級分けして京阪

神や東京の市場に出荷する。

カラーの最盛期が過ぎても、４月から６月は花ショ

ウブ、お盆には花ハスと忙しい日々が続く。

花づくりは、祖父・衛さんがカラーや花ショウブを

導入し、父・衛樹さんが主力事業に育て上げ、範紘さ

んにバトンタッチ。

代表取締役の森島範紘さん

ハウス内でのカラー収穫作業は早春でも暑い
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現在の農場は３代にわたり大切に受け継ぎ発展させ

てきた汗の結晶だ。

「パソコン、ネットを駆使、
資材の共同購入も」

範紘さんは、小さい頃から農作業を手伝い、いずれ

農業を継ぐつもりだった。大学での卒論のテーマは

「農業経営」。卒業後はシステムエンジニア関連の会社

に５年間勤め、2007年に27歳で農業の道に入った。

パソコンに強い範紘さんは、経理ソフトを活用し

て、農園の収支を細かく把握する一方、資材・消耗品

の共同購入にも取り組んでいる。同じ花生産者と資材

などの数量をまとめ、ネットで各地の業者から見積も

りをとって共同購入する。「民間企業では当然のこと

です」（範紘さん）。

東京市場の開拓は、インターネットのSNS（ソー

シャルネットワークサービス）で市場担当者とつな

がった成果だ。

昨年10月には手づくりのWebサイトでホームペー

ジを立ち上げた。花の小売店、卸も含め様々な分野か

ら反応があるし、ネットを見て直接、花を買いに来る

消費者もいるという。今後、ブライダル関係者に直接

売り込むことなども計画している。

「地域農業を担う覚悟で」

農園の法人化は２年前だが、その前から税理士とも

相談し、準備してきた。法人化を契機に代表は範紘さ

んに。「父に任せてもらってありがたいが、大きな責

任も感じている」と気を引き締める。

今後、森島さんは、リタイアする高齢農家の田んぼ

を引き受け、さらなる規模拡大と多角化に取り組みた

いと意欲を燃やす。「新しい売り方を考えるなど、工

夫次第で収益を上げるチャンスはある。６次産業化や

雇用を通じて、地域にも貢献したい」と、力強く将来

を展望している。

婚礼用など新しいカラーの利用方法（森島平兵衛農園のホームページより）

カラーの出荷は両親と３人の共同作業だ

丁寧な出荷調整作業で品質にこだわる
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集落営農法人を中心に
農地集積！
京丹後市では、久美浜町品田地
区と隣接集落で（株）誠

せい

農
のう

海
かい

部
べ

が、
大宮町森本地区で（株）京丹後森
本アグリが、個人の担い手とエリ
アを分担して、水田の効率的な利
用をめざすプランを作りました。
福知山市では、夜久野町東部地
区で（株）末広ライスセンターが、
下川口地区で（株）味

み

歩
ぶ

里
り

が、そ
れぞれ黒大豆（枝豆）やネギを柱
にすえて、“儲かる農業”への挑
戦を始めています。
京丹波町では、鎌谷地区で（株）
鎌谷が中心となってプランを作成
し、安

あ

栖
せ

里
り

地区でも（株）みとけ
を中心にプランの検討を進めてい
ます。

新規就農者や認定農業
者を応援！
木津川市の例

れい

幣
へい

殿
と

野
の

･杉谷地区
では、中心的な担い手に新規就農
者を位置づけたプランを作りまし
た。

青年就農給付金の対象となる新
規就農者や、スーパーＬ資金を活
用する認定農業者など、様々な担
い手を地域として応援するプラン
が、府内全域で続々と生まれてい
ます。

みんなで“水田を守る
仕組み”を検討
中山間地域の農地を保全するた
めに、水田を引き受けて耕作する
担い手（認定農業者や集落営農組

織など）を明確にした上で、草刈
りや水管理などの負担を地権者が
分担していく方法を検討している
地域もあります。
集落外の担い手に耕作を依頼す
る場合、担い手の負担を軽減する
方向を「京力農場プラン」で明文
化しておくことが有効です。

京力農場プランづくりの相談は、市町
村・農業委員会などの窓口で対応してい
ます。お気軽にお問い合わせください。

将来に向けた地域農業のビジョンを描く「京力農場プラン」づくりが府内各地で進ん
でいます。誰がどんな方法で農地を保全・利用していくか、集落・地域ごとに“相

ふ さ わ

応し
い方法”を話し合って決定するため、各プランのスローガンや内容は多彩です（右の図
を参照）。
京力農場プランの特徴は、地域の“中核的な担い手”として、集落型農業法人や新規就農者
の役割を大きく位置づけていることです。

「京力農場プラン」「京力農場プラン」「京力農場プラン」づくりの現場から「京力農場プラン」「京力農場プラン」
きょう きょう りょくりょく

農業法人、新規就農者のパワーに期待

京力農場プラン検討会（京丹後市）では、集落型法人や個別担い手への農地集積を
地図をもとに話しあった
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今年度から、農林水産省ホームページの「経営改善実践システム」に青色申告決算書等の経営データを
入力することにより、簡単に経営の自己診断ができるようになりました。
農地面積や労働時間当たりの生産性などの「技術指標」については、「全国トップクラスや平均的な主
業農家との比較」が可能です。また、借入金比率・自己資本比率・現預金比率など「財務指標」について
は、望ましい水準の範囲内にあるかを評価して、改善の優先度を図示してくれます。
認定農業者のみなさんは、経営改善計画に沿って、着実に経営をステップアップしていくことが期待さ
れています。ぜひ、経営の自己診断に取り組んでみてください。

お 知 ら せ

経営改善に向けて
「新たな農業経営指標」を活用した自己診断を！

平成25年３月末時点では、府内14市町村で55の京力農場プランが作成される見込みです。丹後・中丹・
南丹・山城から１事例ずつ紹介します。

多彩な“プラン”が各地に誕生

三和町梅原地区（福知山市）

集落内の農地は全員で守り、農地
の有効活用を図っていく

スローガンスローガン

地域として新規就農者を受け入
れ、ミズナ・紫ずきんの産地づく
りに取り組む。農地の保全のた
め、集落内の全員を中心的な担い
手として取り組む。

取組内容取組内容

鎌谷地区（京丹波町）

�鎌谷地域の資源を生かそう

スローガンスローガン

地域の農業生産法人に農地の面的集積を
進めるとともに、野菜栽培による経営の
複合化、農産物加工による６次産業化を
めざす。

取組内容取組内容

大宮町森本地区（京丹後市）

みんなで守ろう　万灯ゆれる森本の里

スローガンスローガン

地域の農業生産法人が大区画水田での省力的な機械
化、経営の複合化等に取り組み、後継者の育成と、
女性・高齢者の雇用確保をめざす。

取組内容取組内容

加茂町例幣殿野･杉谷地区（木津川市）

後継者育成と荒廃農地ゼロを目指して

スローガンスローガン

次世代の若い担い手に茶農業を継承
する。荒廃地に新植し、茶園拡大を
行うとともに、農地の面的集積を進
める。

取組内容取組内容

URL:
  https://shihyo.maff.go.jp/



◆農業経営を法人化すると、取引の対外信用力が向上し、経営を
発展させる条件が整います。複式簿記の記帳や税金の違いなど、
何となくハードルがあると思った方は、まず「法人化請負人」に

お声かけください。
◆�法人化請負人は、あなたの疑問や課題をお聞きし、解決に向け
た情報提供やアドバイスを行います。

発行／2013年3月
発行者　京都府農業会議（京都府担い手育成総合支援協議会事務局）

〒602-8054 京都市上京区出水通油小路東入丁子風呂町104-2 京都府庁西別館内　TEL.075（441）3660㈹

京力農場プランで「集落営農の経営発展と法人化」をめざす場合は、
中小企業診断士の請負人（集落専属コンサルタント）がアドバイス
します。

頼れる
専門家 法人化請負人 

が応援
します

（税理士、中小企業診断士）

初歩的な問合せから、具体的な税務・会計・設立手続きの相談まで、
法人化についての質問には、税理士の請負人が対応します。

中路悦雄 松井宏次 山脇康彦

高岡政義
（中丹・丹後担当）

井本篤志
（中丹・丹後担当）

井上貴晴
（南丹・京都乙訓担当）

徳田敏彦
（山城担当）

私たちに御相談ください。相談は無料です。

税
士
理

中小企業
診断士

（集落専属コンサルタント）


